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金
澤
文
庫
所
蔵
『
法
華
玄
賛
文
集
』
巻
八
十
に
つ
い
て

蜷
　

川
　

祥
　

美

　

要
旨

　

金
澤
文
庫
所
蔵
『
法
華
玄
賛
文
集
八
十
』
の
前
半
部
は
、
慈
恩
大
師
基
の
『
法
華

玄
賛
』
に
関
す
る
諸
文
を
集
め
た
書
で
あ
り
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
「
三
車
火
宅
の

喩
」
に
つ
い
て
、
特
に
菩
薩
が
門
外
に
牛
車
を
索
め
る
か
否
か
解
釈
す
る
に
あ
た

り
、
法
相
宗
の
立
場
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
蔵
俊
は
自
説
の
中
で
、
慧
沼
が

示
し
た
三
乗
が
と
も
に
車
を
索
め
る
と
い
う
説
に
つ
い
て
、
護
命
が
慈
恩
大
師
基
の

説
で
あ
る
と
し
た
こ
と
を
否
定
し
、
法
雲
な
ど
四
車
家
の
説
だ
と
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
孫
弟
子
の
貞
慶
に
も
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
こ
の
書
が
後
世
に
も
影
響
を
与
え

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
二
乗
は
車
を
索
め
、
菩
薩
は
索
め
な
い
と
い
う
説
が
実
義
で
あ
る
と
の
記

述
は
、
既
に
初
地
に
入
っ
た
菩
薩
な
ら
ば
必
要
が
な
い
こ
と
で
あ
る
と
の
主
張
が
背

景
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
四
車
家
の
説
は
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
を
充
分
に
理
解
し

て
い
な
い
の
だ
と
い
う
。

　

尚
、
『
法
華
玄
賛
文
集
八
十
』
の
後
半
部
は
、
徳
一
の
『
中
辺
義
鏡
残
』
が
引
用

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
　

蔵
俊
・
一
乗
義
・
三
車
火
宅
・
索
車
・
『
中
辺
義
鏡
残
』

　

序

　

平
安
末
期
の
法
相
宗
の
学
匠
、
蔵
俊
（
一
一
〇
四
～
一
一
八
〇
）
の
『
法
華
玄
賛

文
集
』
は
、
慈
恩
大
師
基
（
六
三
二
～
六
八
二
）
の
『
法
華
経
玄
賛
』
に
関
連
す
る

経
論
疏
を
集
め
、
法
相
教
学
の
立
場
か
ら
『
法
華
経
』
を
解
釈
し
た
著
述
で
あ
る
。

　

現
在
、
金
澤
文
庫
に
は
、
称
名
寺
蔵
『
法
華
玄
賛
文
集
』
が
四
帖
保
管
さ
れ
て
い

る
。①

そ
の
表
題
は
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
法
相
　

法
華
玄
賛
文
集
八
十
　

一
乗
義
　

三
車
五
　

索
車
諍
文

②
法
華
玄
賛
文
集
八
十
六
　

一
乗
義
　

無
余
二

③
法
華
玄
賛
文
集
八
十
九
　

一
乗
義
　

無
余
五

④
法
華
玄
賛
文
集
九
十
　

一
乗
義
　

無
余
六

　

こ
の
中
、
③
に
は
、

　
　

応
保
二
年
閏
二
月
二
十
日
始
レ

之
。
至
二

同
二
十
二
日
晨
朝
一

。

　
　

抄
二

此
巻
一

了
。
　

大
法
師
蔵
俊

②

と
、
応
保
二
年
（
一
一
六
二
）
閏
二
月
二
十
日
か
ら
二
十
三
日
に
か
け
て
著
さ
れ
た

旨
の
蔵
俊
の
奥
書
が
あ
り
、
④
に
は
、

　
　

応
保
二
年
閏
二
月
二
十
三
日
成
レ

封
抄
二

　
　

此
巻
一

了
。
　

大
法
師
蔵
俊
記
レ

之
。③

と
、
同
じ
く
応
保
二
年
閏
二
月
二
十
三
日
に
著
さ
れ
た
旨
の
蔵
俊
の
奥
書
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
蔵
俊
の
著
作
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。
ま
た
、
②
に
つ
い
て

は
、
③
④
と
同
じ
く
二
乗
の
も
の
が
無
余
涅
槃
に
至
れ
ば
、
決
し
て
成
仏
で
き
な
い

こ
と
を
、
様
々
な
経
論
を
引
用
し
た
上
で
、
「
今
案
」
以
下
で
自
説
を
述
べ
る
と

い
っ
た
記
述
の
あ
り
さ
ま
が
共
通
し
て
お
り
、
蔵
俊
の
著
作
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。④

　

し
か
し
、
本
論
で
と
り
あ
げ
る
①
「
法
華
玄
賛
文
集
八
十
」
に
は
、
蔵
俊
の
奥
書

は
見
当
た
ら
な
い
。
本
帖
が
、
蔵
俊
の
著
作
な
の
か
否
か
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
検

討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
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一
、
『
法
華
玄
賛
文
集
八
十
』
の
構
成
に
つ
い
て

　

本
論
で
考
察
を
試
み
る
『
法
華
玄
賛
文
』
八
十
は
、
表
紙
に
、

全
海
　
　
　
　

伝
領
湛
春
　
　
　

法
相

法
華
玄
賛
文
集
八
十
　

一
乗
義
　

三
車
五

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

索
車
諍
文

と
あ
り
、
二
十
五
丁
右
の
奥
書
に
、

一
重
云
々
　
　
　

□
故
□
□
三
暦
中
秋
第
八
天
於
金
澤
東
庵
写
之
　
　
　

                                               

求
法
貧
道
全
海
　
　
　

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
乗
義
の
中
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
三
車
火
宅
の
譬
喩
に
つ
い

て
述
べ
た
段
の
五
冊
目
に
あ
た
り
、
索
車
の
論
争
に
関
す
る
文
を
集
め
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。

　

書
写
者
は
、
称
名
寺
の
全
海
で
あ
り
、
表
紙
に
よ
れ
ば
、
湛
春
が
所
持
し
た
も
の

で
る
。

　

残
念
な
が
ら
、
全
海
の
書
写
年
代
は
、
判
読
で
き
な
か
っ
た
。

　

本
文
は
、
以
下
の
よ
う
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

「
一
乗
義
　

三
車
五
」

①
慧
沼
・
『
法
華
玄
賛
義
決
』
（
大
正
三
四
・
八
六
八
中
～
下
）
引
文
・
・
一
丁
右

一
行
～
一
丁
左
九
行

②
護
命
・
『
法
華
義
決
解
節
記
』
四
（
不
明
）
引
文
・
・
一
丁
左
十
行
～
三
丁
左
八

行
③
基
・
『
法
華
玄
賛
』
五
（
大
正
三
四
・
七
四
九
下
～
七
五
〇
下
）
引
文
・
・
三
丁

左
九
行
～
五
丁
左
十
行

④
蔵
俊
自
説
・
・
五
丁
十
一
行
～
六
丁
左
十
一
行

「
索
車
諍
文
」

⑤
徳
一
・
『
中
辺
義
鏡
残
』
第
六
「
破
索
牛
車
義
文
」
（
不
明
）
・
・
六
丁
左
十
二

行
～
十
二
丁
左
四
行

⑥
「
破
法
蔵
師
索
車
義
文
」
（
不
明
）
・
・
十
二
丁
四
行
～
十
四
丁
右
十
行

⑦
徳
一
・
『
中
辺
義
鏡
残
』
七
「
索
車
義
残
決
」
（
不
明
）
・
・
十
四
丁
右
十
一
行

～
二
十
四
丁
右
一
行

　

尚
、
二
十
三
丁
十
二
行
は
、
明
ら
か
に
文
章
の
途
中
で
記
載
が
途
切
れ
て
い
る
。

二
十
四
丁
右
に
は
、
一
行
の
み
記
さ
れ
て
い
る
が
、
初
の
四
字
は
脱
字
と
な
っ
て
お

り
、
最
後
に
「
相
違
」
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。

　

二
、
「
一
乗
義
　

三
車
五
」
に
つ
い
て

　

『
法
華
玄
賛
文
集
八
十
』
の
前
半
部
は
、
一
乗
義
の
う
ち
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
譬

喩
品
第
三
の
「
三
車
火
宅
の
喩
」⑤

に
つ
い
て
諸
文
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ

し
、
本
書
の
表
紙
に
、
「
三
車
五
」
と
あ
る
よ
う
に
、
『
法
華
玄
賛
文
集
』
で
「
三

車
火
宅
の
喩
」
に
つ
い
て
述
べ
た
巻
は
、
『
法
華
玄
賛
文
集
七
十
六
　

三
車
一
』
か

02蜷川祥美－縦.indd   4 2019/08/30   15:48:09



金澤文庫蔵『法華玄賛文集』巻八十について5

ら
『
法
華
玄
賛
文
集
八
十
　

三
車
五
』
ま
で
の
計
五
巻
が
存
在
し
て
い
た
も
の
で
あ

ろ
う
と
想
像
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
『
法
華
玄
賛
文
集
八
十
　

三
車
五
』
で
は
、
三

車
火
宅
の
喩
に
つ
い
て
の
諸
文
の
う
ち
末
尾
し
か
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

　

そ
も
そ
も
、
「
三
車
火
宅
の
喩
」
と
は
、
長
者
が
、
火
宅
で
遊
ぶ
三
子
に
対
し
、

門
外
に
羊
車
・
鹿
車
・
牛
車
が
あ
り
、
そ
れ
を
与
え
る
と
言
っ
て
誘
い
出
し
、
門
外

で
大
白
牛
車
を
与
え
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
『
妙
法
蓮
華
経
』
に
は
、

父
知
三

諸
子
先
心
各
有
二

所
好
一

。
種
種
珍
玩
奇
異
之
物
。
情
必
樂
著
。
而
告
レ

之

言
。
汝
等
所
可
玩
好
希
有
難
得
。
汝
若
不
レ

取
後
必
憂
悔
。
如
レ

此
種
種
羊
車
鹿

車
牛
車
今
在
二

門
外
一

。
可
二

以
遊
戲
一

。
汝
等
於
レ

此
火
宅
宜
速
出
來
。⑥ 

と
あ
り
、
三
子
の
父
で
あ
る
長
者
が
、
三
子
の
好
み
を
知
っ
て
お
り
、
そ
の
好
み
に

合
わ
せ
た
羊
車
・
鹿
車
・
牛
車
の
三
車
が
門
外
に
あ
り
、
そ
れ
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き

る
と
誘
っ
て
、
火
宅
か
ら
門
外
へ
避
難
さ
せ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

『
法
華
玄
賛
文
集
』
「
三
車
五
」
で
は
、
一
丁
右
一
行
～
一
丁
左
九
行
に
か
け

て
、
「
義
決
云
」
と
、
法
相
宗
第
二
祖
、
慧
沼
（
六
四
九
～
七
一
四
）
の
『
法
華
玄

賛
義
決
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。⑦

  

以
下
、
そ
れ
を
示
す
。

『
法
華
玄
賛
文
集
八
十
』

【
一
丁
右
】

義
決
云
。
『
問
。
門
外
索
レ

車
為
二

三
乗

ノ

人
一

。
並
悉
索
レ

車
ヲ

為
二

唯
二
乗
一

。

答
。
有
二

二
解
一

。
一
云
。
通
二

三
乗
一

索
。
又
文
無
レ

簡
故
。
旧
徳

ノ

説
ル
カ

故
、
説
二

諸
子
一

故
。
二
云
。
唯
二
乗
索
非
二

菩
薩
一

。
何
以
故
。
宅
喩
分
レ

段
。
得
レ

出
二

分
段
一

。

名
為
二

出
宅
一

。
二
乗

ハ

出
レ

宅
得
二

無
学
果

ヲ
一

。
菩
薩
出
レ

宅
在
二

於
初
地
一

。
二
乗
無

学
未
レ

得
二

種
智

ヲ
一

。
當
三

能
修
学
名
レ

為
二

索
車
一

。
初
地
已
上

ニ
ハ

得
二

種
智

ノ

車
ヲ

一

故
不
二

須

索
一

。
若
以
二

修
学
一

即
名

ハ
二

索
車
一

十
智
皆
修

ス
カ

故
。
恒

ニ

常
索
。
若
爾
即
応
菩
薩

ハ

元
ヨ
リ

不
レ

上
レ

車
ニ

。
何
得
レ

説
テ

レ

言
二

乗
テ

レ

車
遊
戯
一

。
又
論
云
「
前
令
レ

入
一

不
退

地
一

示
二

與
無
量
智
業
一

。」⑧

「
初
地
已
上

ニ
ハ

即
得
二

智
業
一

。
雖
レ

知
二

修
学
一

」⑨

経
ニ

不
レ

云
レ

索

説
二

遊
戯

ス
ト

一

故
。
二
乗
出
宅
未
レ

得
二

種
智

ヲ
一

未
レ

至
二

初
地

ニ
一

可
二

能
修
学
一

義
ヲ

以

名
レ

索
レ

車
ヲ

。
又
論
云
。
「
第
一

ノ

人
ハ

與
二

世
間

ノ

種
々

ノ

善
根
三
昧

ノ

功
徳

ヲ
一

令
二

其
ヲ
ｙ

遊
戯
一

。

後
ニ

令
レ

入
二

大
涅
槃

ノ

城
ニ

一

。
」⑩

以
レ

與
二

世
ノ

善
ヲ

一

未
レ

得
二

其
ノ

真
ヲ

一

可
二

須
言
一
レ

索
。
菩
薩

ハ

不
レ

指
二

羊

鹿
一

。
初
地
已
上
得
レ

真
。
所
以

ニ

菩
薩
不
レ

索
。
或
有
説

テ

云
ク

。
初
機

ニ
ハ

虚
ク

指
ス

故

車
須
索
。
或

【
一
丁
左
】

云
宅
内

ニ

聞
テ

レ

三
。
門
外

ニ

見
レ

一
。
不
レ

知
二

誰
一
一

ニ

。
是
故
須
索
等

タ
ル
コ
ト

皆
非
二

実
説

ニ
一

。

問
。
既
菩
薩
不
レ

索
レ

車
ヲ

得
ン
ヤ

レ

名
二

出
宅
坐

ス
ト

一

不
ヤ

。
答
。
称

コ
ト
ハ

二

出
宅
坐
一

。

但
約
二

二

乗
一

学
究
竟

カ

故
。
離
障
盡

ル
カ

故
。
心
止
息

ル
カ

故
。
建
立
二

果
ヲ

一

故
。
菩
薩
之
人

学
未
二

究
竟
一

故
。
未
二

離
障
盡
一

故
。
不
三

建-

二

立
果
一

故
。
心
不
二

止
息
一

故
。

不
レ

得
レ

説
レ

テ

云
二

露
地
而
坐
一

ス
ト

。
若
雖
二

分
別
一

名
二

露
地
坐

ス
ト

一

。
前
三
果

ノ

人
モ

亦応
レ

如
レ

是
。
若
謂
二

有
学
一

亦
名
二

出
ト

坐
一

。
云
何

カ

下
ノ

合
喩
中
云
。
「
以
二

仏
教
門
一

出
二

三
界
苦

ノ

怖
畏
険
道
一

得
二

涅
槃

ノ

楽
ヲ

一

。
」⑪

又
釈
二

菩
薩
一

亦
得
レ

名
（
称
）レ
坐
。

雖
レ

不
二

止
息
一

及
以
二

制
果
一

故
。
然
以
二

智
安
処
一

亦
得
レ

名
レ

坐
。

能-

二

伏
惑
一

故
。
出
二

分
段
一

故
。
名
二

出
三
界
一

。
露
地
無
レ

妨
。
若
爾
三
果
亦
応
レ

如
レ

是許
二

無
失
一

。
取
捨
任
レ

意
。』
云
々

。
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慧
沼
は
、
初
に
、
門
外
の
三
車
を
索も

と

め
る
の
は
、
声
聞
・
独
覚
・
菩
薩
の
三
乗
の

人
か
、
声
聞
・
独
覚
の
二
乗
の
人
な
の
か
と
問
い
、
答
え
と
し
て
二
解
が
あ
る
と
す

る
。
初
解
は
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
に
は
、
菩
薩
が
車
を
索
め
な
い
と
す
る
記
述
は
な

い
の
だ
か
ら
、
三
乗
の
人
が
共
通
し
て
車
を
索
め
る
の
だ
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
は
「
旧
徳
」
の
説
で
あ
る
と
い
う
。
二
解
は
、
車
を
索
め
る
の
は
、
二
乗
の
人
で

あ
り
、
菩
薩
は
索
め
な
い
の
だ
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
「
論
云
」
と
し
て
世

親
（
四
〇
〇
～
四
八
〇
頃
）
の
『
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
』
』
や
基
（
六
三
二
～

六
八
二
）
の
『
法
華
玄
賛
』
を
引
用
し
な
が
ら
、
初
地
以
上
の
菩
薩
は
、
既
に
十
智

を
修
め
て
い
る
の
で
、
牛
車
を
索
め
る
必
要
が
な
い
の
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
次
に
、
菩
薩
は
車
を
索
め
な
い
が
、
三
子
が
と
も
に
火
宅
を
出
て
露
地
に

坐
し
て
い
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
問
い
、
二
乗
に
と
っ
て
露
地

に
坐
す
こ
と
は
、
離
障
を
尽
く
し
、
心
を
止
息
し
た
有
学
の
果
を
指
す
が
、
菩
薩
に

と
っ
て
は
未
だ
離
障
も
尽
く
さ
ず
心
も
止
息
し
て
い
な
い
の
で
、
露
地
に
坐
す
と
は

説
け
な
い
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
「
仏
教
の
教
え
に
よ
っ

て
、
三
界
苦
を
畏
れ
て
険
し
い
道
を
出
て
、
涅
槃
の
楽
を
得
る
」
と
い
う
理
に
よ
れ

ば
、
菩
薩
も
、
分
段
生
を
出
て
、
三
界
を
出
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
露
地
に
坐
す
と

も
説
け
る
の
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
露
地
に
つ
い
て
の
解
釈
が
、
二
乗
と
菩
薩
で
異
な

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
各
自
の
意
に
任
せ
て
取
捨
選
択
す
べ
き
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
次
の
引
文
は
、
護
命
（
七
五
〇
～
八
三
四
）
の
『
法
華
玄
賛
義
決
解
節

記
』
の
文
で
あ
る
。
こ
れ
は
散
逸
し
て
現
存
し
て
い
な
い
書
で
あ
る
。

　

以
下
に
示
す
。

『
法
華
玄
賛
文
集
八
十
』

【
一
丁
左
】
（
十
一
行
～
）

解
節
記
四
之
文
。
『
問
。
門
外
索
レ

車
為
二

三
乗
人
一

。
並
悉
索
レ

車
為
二

唯
二

乗
等
一

者
。
言
二

無
簡
故
一

者
。
経
文
不
レ

簡
故
。
謂
経
文
不
レ

簡
二

唯

二
乗

ノ
ミ

一

背
二

テ

菩
薩

ハ
一

不
レ

求
故

ニ

。
言
二

旧
徳
説
一

故
者
。
即
指
レ

本
也
。
大

【
二
丁
右
】

乗
基
師

ヲ

名
為
二

旧
徳
一

。
謂
彼
法
師

ノ

説
三
乗
人
須
索
求
ル
カ

故
。
言
レ

説
二

諸
子
一

故
者
。
経
云
「
時
諸
子
等
各
白
レ

父
言
。
父
先
所
レ

許
玩
好
之
具
。
羊

車
鹿
車
牛
車
願
時
賜
與
」

⑫

云
々
。
「
既
言
二

諸
子
一

故
三
子
索
也
」⑬

云
。
慈
恩

法
師
三
乗
須

ニ

索
ト
云
コ
ト

唯
在
二

此
説
一

。
都
無
レ

余
也
。
又
「
二
云
。
唯
二
乗
索
非
二

菩
薩
一

」⑭

等
者
。
此
説
意
者
菩
薩
之
子
不
レ

索
二

牛
車
一
。
以
已
得
故
。
義
決
師

言
ナ
リ

。
非
二

本
師
義
一

。
雖
レ

同
二

蔵
師
一

而
義
意
別

ナ
リ

。
蔵
疏
第
六
云
「
問
。
為
二

三

人
一

索
レ

三
。
為
二

二
人
一

索
レ

三
。
答
。
據
二

出
レ

門
一

而
索
一
レ

三
者
。
但
是
羅
漢

ト

辟
支

ト
ノ

二
人

索
レ

三
耳
。
小
乗
所
レ

明
下

菩
薩
之
人
従
二

初
発
心
一

乃
至
二

補
処
一

未
レ

断
二

煩
悩
一

猶
是

凡
夫
上

。
故
在
二

門
内
一

不
レ

得
レ

言
下

出
二

門
外
一

索
上
レ

車
。
大
乗
菩
薩
出
二

三
界
外
一

自

知
三

未
レ

至
二

仏
果
極
位
一

亦
不
レ

索
レ

車
。
又
三
車
譬
二

三
乗
之
果
一

。
羅
漢

辟
支
至
二

二
果
処
一

不
レ

見
レ

果
不
レ

得
故
索
レ

車
也
。
菩
薩

ハ

無
レ

有
下

至
二

仏
果
一

不
ル

レ

得
上

故
不
レ

索
レ

車
。
」
文
。⑮

菩
薩

ハ

不
レ

索
。
既
二
師
同
而
不
レ

索
。
由
二

二
師
不
一
レ

同
可
レ

見
。

【
二
丁
左
】

知
レ

之
。
文
「
若
以
二

修
学
一

」
至
「
故
恒
常
索
」⑯

者
難
二

初
説
一

也
。
言
「
若
爾
即

応
」⑰

等
者
追
亦
難
也
。
若
許
二

常
索
即
応
菩
薩
一

不
レ

得
二

上
車
一

。
何
経

為
レ

言
二

「
乗
レ

車
遊
戯
一

」⑱

者
長
者
独
言
。
「
以
レ

是
妙
車
等
賜
二

諸
子
一

。
諸
子

是
時
歓
喜
踊
躍
乗
二

是
寶
車
一

遊
二

於
四
方
一

嬉
戯
快
楽
自
在

無
碍
。」
文
。⑲

言
「
又
論
云
。
為
令
入
」⑳

等
者
。
論
解
二

開
示
悟
入
四
一

中
ニ

明
二

第
四

入
一

云
。
「
四
者
為
レ

令
レ

証
三

不
退
転
地
一

示
現
欲
レ

與
二

無
量
智
業
一

故
」
以
上
。

「
入
」
者
「
証
」
也
。
初
地
以
上
名
二

不
退
地
一
也
。
所
知
無
量
故
云
二

無
量
智
一
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也
。
彼
無

量
智
即
造
作
故
名
レ

之
為
二

菩
薩
一

也
。
「
示
現
欲
」
事
字
「
與
」
等
字
別
論

言
者
既
與
二

無
量
智
業
一

此
即
牛
車
体
故
。
何
処
求
レ

之
也
。
言
二

経
不
一
レ

云
レ

索
者
既
言
二

諸
子
一

。
又
云
「
羊
鹿
牛
車
願
時
賜
與
」
文
。

何
云
レ

不
レ

云
レ

索
耶
。
意
顕
者
彼
文
意
惣
不
レ

列
三

菩
薩
索
二

牛
車
一

故
尽
二

第
一
人
一

者
求
二

人
天
勢
力
一

人
也
。
彼
昔
求
レ

勢
故
仏
與
。
定

【
三
丁
右
】

令
二

甚
遊
戯
一

唯
得
二

世
善
一

未
レ

得
二

真
智
一

故
。
不
レ

言
レ

索
也
。
菩
薩
初
地
已
得
二

真
智
一

。
何
又
求
レ

之
也
。
言
下

「
菩
薩
不
二
レ

指
羊
鹿
一

」
上

者
唯
示
二

牛
車
一

。
不
レ

示
二

羊
鹿
一

故
二

。
文
「
或
有
説
初
機
虚
指
故
車
須
レ

索
」
者
光
宅
寺
雲

法
師
也
。
謂
彼
師
「
臨
レ

門
三
車
以
為
二

三
乗
一

。
四
衢
所
授
大
白
牛
車
方

為
二

第
四
一

。
以
後
臨
レ

門
中
牛
車
亦
同
二

羊
鹿
一

倶
不
レ

得
故
」
之
義
當
二

此

師
一

。
臨
レ

門
三
乗
便
初
機
故
、
出
レ

宅
已
得
二

倶
索
一
レ

車
也
。
文
「
或
云
。
宅
内

聞
レ

三
。
門
外
見
レ

一
不
レ

知
二

誰
一
一

。
是
故
須
索
等
者
」
等
文
。
又
問
。
「
既
菩
薩

不
レ

索
レ

車
得
レ

名
二

出
宅
坐
一

不
」
者
不
レ

索
レ

車
義
。
爾
遊
戯
問
。
下
答
之
中

有
二

二
釈
別
一

。
初
釈
決
師
答
也
。
言
二

又
釈
一

「
菩
薩
」
以
下
以
為
二

彼
答
一

也
。
此

後釈
者
慈
恩
本
意
也
。
経
文
云
。
「
是
時
長
者
見
二

諸
子
等
一

安
穏
得
レ

出
。

皆
於
二

四
衢
道
中
露
地
一

而
坐
故
。
無
二

復
障
碍
一

。
其
心
泰
然
歓
喜
踊
躍
」
以
上
。

「
離
レ

障
度
レ

難
名
二

安
穏
出
一

也
。
四
諦
之
理
為
二

四
衢
道
一

。
三
乗
並
観

【
三
丁
左
】

四
諦
理
故
。
離
二

煩
悩
障
一

出
二

分
段
生
一

無
レ

擁
曰
レ

露
。
各
有
二

所
依
果
満
之
位
一

名
レ

地
。
以
二

智
安
処
一

証
レ

之
名
レ

坐
。
二
乗
之
人
得
二

阿
羅
漢
一

断
二

諸
煩
悩
一

住
二

有

依
涅
槃
一

。
大
乗
之
人
已
入
二

初
地
一

得
二

無
住
涅
槃
一

。
伏
二

諸
煩
悩
一

離
二

分
段
生
死
一

。

名
二

露
地
坐
一

無
二

復
障
碍
一

。」
即
慈
恩
疏
第
五
也
。

意
「
以
二

仏
教
門
一

出
二

三
界
苦
怖
畏

険
道
一

。」
等
者
。
以
レ

経
為
レ

門
。
而
縁
二

三
界
一
。
以
レ

行
為
レ

門
。
而
入
二

涅
槃
一

。

今
此
不
レ

説
レ

入
二

於
涅
槃
一

。
明
二

厭
険
一

故
。
言
二

「
取
捨
任
意
一

」
者
。
此
判
二

処
安
一

。
彼

説更
是
本
疏
所
説
後
可
二

能
詮
一

耶
。
言
レ

爾
。
坐
一

者
因
行
之
中
臨
レ

門

如
レ

馳
得
二

果
究
竟
一

如
レ

坐
』
云
々

。

　

護
命
は
、
慧
沼
の
『
法
華
玄
賛
義
決
』
の
門
外
の
三
車
を
索
め
る
の
は
、
声
聞
・

独
覚
・
菩
薩
の
三
乗
の
人
で
あ
る
と
い
う
初
の
解
釈
に
つ
い
て
、
「
旧
徳
説
」
と
は

慈
恩
大
師
基
の
説
で
あ
る
と
す
る
が
、
そ
の
論
拠
は
、
『
法
華
玄
賛
』
の
「
既
に
諸

子
と
云
う
が
故
に
、
三
子
の
索
む
る
な
り
」
と
い
う
文
の
み
で
あ
る
と
し
、
二
解
の

車
を
索
め
る
の
は
、
二
乗
の
人
で
あ
り
、
菩
薩
は
索
め
な
い
と
い
う
解
釈
に
つ
い
て

は
、
「
義
決
師
」
す
な
わ
ち
慧
沼
の
言
で
あ
り
、
「
本
師
」
す
な
わ
ち
、
慈
恩
大
師

基
の
義
で
は
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
解
は
、
「
蔵
師
」
す
な
わ
ち
吉
蔵

（
五
四
九
～
六
二
三
）
も
同
じ
だ
と
い
い
な
が
ら
も
、
そ
の
意
は
別
で
あ
る
と
し
、

『
法
華
義
疏
』
を
引
用
す
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
吉
蔵
は
、
羅
漢
と
辟
支
の
有
学
果

を
得
た
二
人
が
三
車
を
索
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
彼
ら
小
乗
の
者
が
見
る
菩
薩
は
、

初
発
心
か
ら
補
処
に
至
る
ま
で
の
、
未
だ
煩
悩
を
断
じ
て
い
な
い
凡
夫
な
の
で
、
門

外
に
車
を
索
め
な
い
。
も
し
く
は
、
大
乗
の
菩
薩
は
、
三
界
の
外
に
出
て
も
、
未
だ

仏
果
に
至
ら
な
い
の
で
、
門
外
に
車
を
索
め
な
い
の
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
『
法
華
玄
賛
義
決
』
に
は
、
三
乗
人
が
修
学
し
て
常
に
三
車
を
索
め
る
こ

と
を
菩
薩
に
も
説
く
な
ら
ば
、
菩
薩
が
「
上
車
」
す
な
わ
ち
大
白
牛
車
を
得
る
こ
と

が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
。
こ
れ
は
、
門
外
の
三
車
を
索
め
る

の
は
、
声
聞
・
独
覚
・
菩
薩
の
三
乗
の
人
で
あ
る
と
い
う
初
の
解
釈
を
難
じ
て
い
る

と
し
、
『
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
』
の
不
退
転
地
は
、
無
量
智
乗
で
あ
る
と
の
文
を

引
用
し
て
、
無
量
智
乗
と
は
牛
車
の
体
で
あ
る
の
で
、
初
地
の
菩
薩
は
牛
車
を
索
め
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る
こ
と
は
な
い
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
説
は
、
羊
・
鹿
・
牛
・
大
白
牛
車
の

四
車
説
を
採
る
法
雲
（
四
六
七
～
五
二
九
）
と
同
意
だ
と
す
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
護
命
説
の
引
文
の
最
後
に
、
『
法
華
玄
賛
義
決
』
の
「
菩
薩
は

車
を
索
め
な
い
が
、
三
子
が
と
も
に
火
宅
を
出
て
露
地
に
坐
し
て
い
る
こ
と
は
認
め

ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
の
か
」
と
の
問
い
の
初
釈
の
「
二
乗
に
と
っ
て
露
地
に
坐
す

こ
と
は
、
離
障
を
尽
く
し
、
心
を
止
息
し
た
有
学
の
果
を
指
す
が
、
菩
薩
に
と
っ
て

は
未
だ
離
障
も
尽
く
さ
ず
心
も
止
息
し
て
い
な
い
の
で
、
露
地
に
坐
す
と
は
説
け
な

い
」
と
い
う
説
に
つ
い
て
、
「
決
師
答
」
す
な
わ
ち
慧
沼
の
説
だ
と
し
、
後
釈
の
「
菩

薩
も
、
分
段
生
を
出
て
、
三
界
を
出
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
露
地
に
坐
す
と
も
説
け

る
の
だ
」
と
い
う
説
に
つ
い
て
、
「
慈
恩
の
本
意
」
す
な
わ
ち
基
の
説
だ
と
い
う
。

そ
し
て
、
『
法
華
玄
賛
』
に
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
「
火
宅
を
出
た
諸
子
を
見
た
長

者
が
、
三
子
と
も
安
穏
に
、
四
諦
の
理
を
観
じ
る
露
地
に
坐
し
た
の
で
、
障
碍
が
な

く
、
そ
の
心
は
泰
然
と
し
て
歓
喜
踊
躍
し
た
」
の
文
を
解
釈
し
て
、
「
火
宅
を
出
て

露
地
に
坐
し
た
三
乗
が
と
も
に
四
諦
の
理
を
観
ず
る
の
で
、
煩
悩
障
を
離
れ
、
分
段

生
を
出
る
こ
と
に
な
る
。
二
乗
の
人
は
阿
羅
漢
を
得
て
、
諸
煩
悩
を
断
じ
て
有
依
涅

槃
に
住
し
、
大
乗
の
人
は
、
既
に
初
地
に
入
っ
て
い
れ
ば
、
無
住
涅
槃
を
得
て
、
諸

煩
悩
を
伏
し
分
段
生
死
を
離
れ
て
い
る
の
で
、
三
乗
の
人
が
露
地
に
坐
す
こ
と
に
矛

盾
は
な
い
の
だ
」
と
い
う
文
や
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
「
仏
教
の
門
に
よ
っ
て
三
界
苦

を
畏
れ
て
険
し
い
道
を
出
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
文
を
引
用
し
て
、
露
地
に
座

す
こ
と
を
。
三
乗
そ
れ
ぞ
れ
の
行
為
、
す
な
わ
ち
因
行
中
の
修
行
に
よ
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
涅
槃
を
得
る
こ
と
で
あ
る
と
の
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
慧
沼
が
「
露
地
に
つ
い
て
の
解
釈
が
、
二
乗
と
菩
薩
で
異
な
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
各
自
の
意
に
任
せ
て
取
捨
選
択
す
べ
き
こ
と
」
で
あ
る
と
す
る
の
は
、

『
法
華
玄
賛
』
の
解
釈
を
承
け
て
の
も
の
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。

　

『
法
華
玄
賛
義
決
解
節
記
』
の
引
文
に
続
き
、
蔵
俊
は
基
の
『
法
華
玄
賛
』
五
を

引
用
す
る
。

　

以
下
に
示
す
。

『
法
華
玄
賛
文
集
八
十
』

【
三
丁
左
】
（
九
行
～
）

玄
賛
五
云
。
『
経
。
是
時
長
者
至
二

歓
喜
踊
躍
一

。
賛
曰
。
父
遂
心
安
也
。

離
レ

災
度
レ

難
名
二

安
穏
出
一

。
四
衢
道
者
四
諦
理
也
。
三
乗
並
観
二

四

諦
理
一

故
。
大
般
若
中
説
二

「
四
衢
道
一

為
二

四
諦
一

」
故
。
離
二

煩
悩
障
一

出
二

分
段
生
一

。

【
四
丁
右
】

無
レ

擁
名
レ

露
。
各
有
二

所
依
果
満
之
位
一

名
レ

地
。
以
レ

智
安
処
証
レ

之
名
レ

坐
。
分

段
生
死
當
二

五
蘊
苦
・
惑
・
業
一

皆
尽
或
断
或
伏
。
離
二

三
障
一

故
名
二

無
障
碍
一

。
適
二

父
本
意
一

故
泰
然
。
見
二

子
超
一
レ

危
故
歓
喜
。
二
乗
之
人

得
二

阿
羅
漢
一

断
二

諸
煩
悩
一

住
二

有
余
依
涅
槃
一

。
大
乗
之
人
已
入
二

初
地
一

得
二

無
住

涅
槃
一

。

伏
二

諸
煩
悩
一

離
二

分
段
死
一

。
名
二

露
地
坐
一

無
二

復
障
碍
一

。
経
。
「
時
諸
子
等
至
二

願時
賜
與
一

。
」
賛
曰
。
上
喩
二

昔
権
一

。
下
喩
二

今
実
一

。
有
レ

二
。
初
喩
授
レ

実
。

後
喩
レ

釈
レ

疑
。
下
問
答
是
。
初
中
有
レ

四
。
初
諸
子
索
レ

三
。
二
父
但
與
レ

一
。

三
釈
二

成
父
志
一

。
四
越
二

本
（
大
ィ
）
子
心
一 

。
此
初
也
。
玩
者
戯
弄
。
好
音

ハ

呼

到
ノ

反
二
シ
テ

愛

也
。
或
呼
老

ノ

反
ニ
シ
テ

善
也
、
宜
也
、
美
也
。
随
二

三
乗
機
一

皆
於
二

仏
処
一

。
専
レ

意

希
二

求
自
乗
妙
智
一

。
義
同
三

父
各
索
二

其
車
一

。
二
乗
之
人
離
二

分
段
死
一

已
得
二

解
脱
一

。
証
二

於
四
諦
一

入
二

於
化
城
一

已
名
二

出
宅
一

。
専
於
二

仏
所
一

聞
中

思
修
下

習【
四
丁
左
】

種
智
上

。
了
達
求
二

証
諸
法
一

名
レ

索
二

羊
・
鹿
一

。
菩
薩
之
人
依
二

此
本
論
一

初
地
已
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上
雖
レ

離
二

分
段
一

。
未
レ

証
二

解
脱
一

不
レ

名
二

入
城
一

。
不
二

疲
倦
一

故
不
レ

入
二

有
余
一

。

不
レ

説
三

菩
薩
入
二

化
城
一

故
。
入
二

無
住
涅
槃
一

。
亦
息
二

分
段
死
一

。
縦
名
二

入
城
一

未
レ

乖
二

通
理
一

。
若
爾
亦
応
二

許
レ

上
羊
・
鹿
一

。
故
知
下

但
如
二

初
解
一

為
上
レ

善
。
已
伏
二

煩
悩
一

出
二

分
段
死
一

。
亦
証
二

四
諦
一

。
亦
名
三

出
レ

宅
坐
二

四
衢
道
一

。
求
二

仏
妙
智
一

亦
名
三

於
レ

父
索
二

其
牛
車
一

。
問
。
三
子
並
出
二

分
段
一

。
二
乗
独
称
二

入
城
一

。

大
子
亦
言
二

出
苦
一

応
亦
得
レ

称
二

入
城
一

。
答
。
無
レ

倦
不
レ

厭
レ

苦
大
子

不
二

入
城
一

。
伏
レ

惑
離
二

分
段
一

亦
得
レ

称
二

出
宅
一

。
若
説
二

入
城
一

便
無
二

是
難
一

。

問
。
若
其
大
子
不
レ

入
レ

城
者
。
何
故
大
子
上
レ

車
不
レ

入
レ

城
。
中
・
小
二
子

入
レ

城
不
レ

上
レ

車
。
答
。
厭
レ

苦
求
レ

息
中
・
小
入
レ

城
。
大
不
レ

厭
レ

苦
故
不
レ

称
レ

入
。
息
処
故
説
レ

二
。
明
大
不
レ

入
レ

城
。
問
。
門
外
設
二

於
車
一

車
中

許
二

三
種
一

。
中
路
設
二

化
城
一

何
因
但
説
レ

二
。
答
。
二
車
対
二

大
因
一

門

【
五
丁
右
】

外
三
車
設
。
権
城
対
二

実
果
一

中
路
化
城
施
。
理
応
二

相
似
一

。
所
レ

対

別
故
。
施
設
不
同
。
実
応
レ

斉
也
。
又
種
智
彼
無
。
勧
レ

学
レ

大
。
門
外
設
二

三
車
一

。
有
余
涅
槃
大
。
不
レ

求
。
中
路
二
城
設
。
設
入
二

無
住
一

不
二

名
為
一
レ

仮
。

非
二

化
城
一

故
。
問
。
三
車
倶
索
。
彰
レ

希
レ

学
二

於
智
円
一

。
二
滅
不
レ

希

応
不
レ

求
二

於
苦
息
一

。
答
。
得
レ

果
自
然
証
レ

滅
入
レ

城
不
レ

説
二

希
須
一

。
妙
智

必
仮
更
修
二

出
宅
。
故
車
須
レ

索
。
又
居
レ

小
得
レ

城
故
不
レ

須
レ

索
。
種
智
未

レ

得
所
二

以
索
一
レ

車
。
若
作
二

此
解
一

二
乗
入
二

化
城
一

未
レ

得
レ

車
須
レ

索
。
菩
薩
不
レ

入
レ

城

亦
須
レ

索
二

宝
所
一

。
此
義
可
レ

然
。
大
乗
之
往
二

宝
所
一

理
亦
須
レ

索
。
対
二

化
城
一

而
不
レ

索
。
所
以
不
レ

論
。
以
二

毎
専
求
一

即
是
索
也
。
経
文
但
説
下

父
勧
令
レ

去
中

為
二

諸
衆
生
一

不
請
友
上

故
。
古
相
伝
云
。
城
為
二

実
化
息
一
レ

苦
所
二

以
不
一
レ

索
。

車
是
虚
指
所
二

以
索
一
レ

之
。
若
作
二

是
解
一

車
離
レ

城
爾
別
有
。
索
與
不
索

義
殊
二

車
体
一

。
古
解
即
城
化
城
類
レ

車
須
レ

索
。
又
有
解
云
。

【
五
丁
左
】

車
発
二

初
機
一

故
虚
指
。
城
防
二

中
退
一

故
実
化
。
此
又
不
レ

然
。
何
者
初

機
索
レ

車
之
時
已
出
宅
故
。
又
体
不
レ

別
虚
・
実
何
殊
。
応
レ

説
二

車
・

城
体
此
何
法
一

。
又
有
解
云
。
城
亦
応
レ

索
。
化
不
二

一
途
一

所
二

以
不
一
レ

説
。

謂
二

下
経
一

云
。
「
爾
時
導
師
知
下

此
衆
人
已
得
二

止
息
一

。
不
二

復
疲
倦
一

堪
中

能

前
進
上

。」
即
此
索
レ

城
。
此
乃
索
二

宝
所
一

非
レ

索
レ

城
也
。
雖
レ

引
二

此
文
一

義
終
難
レ

解
。
応
二

細
尋
一
レ

之
。
応
レ

云
下

下
文
知
二

其
疲
懈
一

為
二

化
城
一

。
即
是
索
也
上

。

或
解
車
喩
二

無
余
涅
槃
一

。
住
レ

果
未
レ

得
故
索
。
城
喩
二

有
余
涅
槃
一

。
住
レ

果
已
得
故
不
レ

索
。
若
爾
菩
薩
今
既
索
レ

車
。
亦
応
已
得
二

有
余
一

未
レ

得
二

無
余
一

。
求
二

無
余
一

故
称
レ

索
。
二
乗
無
余
任
運
定
得
。
須
二

何
修
索
一

。

故
但
応
レ

如
二

前
義
一

。
所
説
涅
槃
二
乗
無
二

差
別
一

。
故
羊
・
鹿
応
レ

無
。』
云
々
。

　

こ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い
る
文
は
、
『
法
華
玄
賛
』
第
五
に
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
の

「
火
宅
を
出
た
諸
子
を
見
た
長
者
が
、
三
子
と
も
安
穏
に
、
四
衢
道
、
す
な
わ
ち
四

諦
の
理
を
さ
と
る
場
で
あ
る
露
地
に
坐
し
た
の
で
、
障
碍
が
な
く
、
そ
の
心
は
泰
然

と
し
て
歓
喜
踊
躍
し
た
」
の
文
を
解
釈
し
て
、
「
火
宅
を
出
て
露
地
に
坐
し
た
三
乗

が
と
も
に
四
諦
の
理
を
観
ず
る
の
で
、
煩
悩
障
を
離
れ
、
分
段
生
を
出
る
こ
と
に
な

る
。
二
乗
の
人
は
阿
羅
漢
を
得
て
、
諸
煩
悩
を
断
じ
て
有
依
涅
槃
に
住
し
、
大
乗
の

人
は
、
既
に
初
地
に
入
っ
て
い
れ
ば
、
無
住
涅
槃
を
得
て
、
諸
煩
悩
を
伏
し
分
段
生

死
を
離
れ
て
い
る
の
で
、
三
乗
の
人
が
露
地
に
坐
す
こ
と
に
矛
盾
は
な
い
の
だ
」
と

す
る
箇
所
の
す
べ
て
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
四
衢
道
を
四
諦
の
理
で
あ
る
と
す
る
解
釈
は
、
『
大
般
若
』
中
の
説

で
あ
る
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
「
長
者
が
、
三
乗
の
諸
子
が
願
う
時
に
羊
車
・
鹿

車
・
牛
車
を
与
え
る
と
述
べ
た
」
と
い
う
文
に
つ
い
て
、
二
乗
の
人
が
願
う
有
余
依

涅
槃
を
、
化
城
に
入
る
こ
と
に
喩
え
る
な
ど
し
て
お
り
、
初
地
以
上
大
乗
の
人
は
既
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に
無
余
依
涅
槃
に
入
っ
て
い
る
の
で
、
化
城
に
入
ら
な
い
な
ど
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
い
よ
い
よ
蔵
俊
の
自
説
が
二
字
下
げ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

『
法
華
玄
賛
文
集
八
十
』

【
五
丁
左
】
（
十
一
行
～
）

　
　

尋
云
。
義
決
二
釈
中
後
釈
意
者
菩
薩
大
子
不
レ

索
二

牛
車
一

者

【
六
丁
右
】

如
何
経
文
長
引
云
。
羊
車
・
鹿
車
・
牛
車
願
時
賜
歟
。
偈
頌
云
。

「
皆
詣
二

父
所
一

。
而
白
レ

父
言
。
願
賜
二

我
等
。
三
種
宝
車
一

。
」
明
知
。
三
乗

諸
子

須
レ

索
レ

車
也
。
依
レ

之
玄
賛
中
菩
薩
亦
索
レ

車
。
如
何
背
レ

理
。
并
玄
賛

作
二

此
釈
一

耶
。
若
言
レ

如
二

初
釈
一

。
菩
薩
求
レ

牛
者
。
菩
薩
已
入
二

初
地
一

得
二

種
智
牛
車
一

何
索
レ

車
。
亦
索
レ

車
者
牛
車
於
可
レ

立
二

大
白
牛
車
一

。
若
爾
四
車
家

可
レ

順
。
及
レ

理
為
二

自
索
一

云
二

三
車
一

耶
。

今
案
。
義
決
既
作
二

二
釈
一

。
然
初
釈
者
。
「
旧
徳
説
故
」
者
可
レ

指
二

光
宅
等

古
師
意
一

歟
。
但
依
二

古
徳
一

叙
二

一
義
一

歟
。
二
釈
之
末
云
。
「
或
有
説
云
。

初
機
虚
指
故
車
須
索
。
或
云
宅
内
聞
レ

三
門
外
見
レ

一
。
不
レ

知
二

誰
一
一

是
故
須
索
等
皆
非
二

実
説
一

」
云
々

。
此
文
応
三

指
二

初
釈
一

古
徳

論
二

非
実
説
一

歟
。
故
二
釈
中
二
乗
索
レ

車
菩
薩
不
レ

索
可
レ

為
二

実
義
一

也
。

【
六
丁
左
】

然
次
問
答
言
二

取
捨
任
意
一

者
。
諍
二

菩
薩
出
レ

宅
露
地
而
坐
一

。
或
不
レ

坐
。
二
釈
取
捨
任
意
歟
。
然
経
文
可
レ

有
一

別
意
一

。
宅
内
許
三

三
車
於
二

諸
子
一

時
三
乗
諸
子
通
二

定
・
不
定
性
一

。
於
二

門
外
一

求
二

願
時
賜
與
時
諸
子
実
唯
不
定
性
。
此
不
定
性
身
中
具

有
二

三
乗
種
姓
一

故
。
指
二

此
一
人
一

名
二

声
聞
乗
一

名
二

辟
支
仏
一

名
二

菩
薩
乗
一

。

一
人
身
中
三
乗
諸
子
。
則
宅
内
所
レ

許
三
子
中
不
定
性

一
片
也
。
此
三
子
等
同
乗
二

牛
車
一

得
未
レ

當
レ

有
。
非
二

本
所
一
レ

定
。
以
レ

実
而
言
。
声
聞
乗
索
二

牛
車
一

也
。
菩
薩
非
レ

索
レ

車
。
声
聞

索
レ

車
則
三
乗
索
レ

車
義
故
。
願
時
賜
與
之
言
。
亦
通
二

三
子
一

也
。
不
爾
。
辟
支
仏
証
果
之
人
前
在
二

此
会
一

故
出
レ

宅
已
索
二

一
乗

種
智
車
一

故
。
此
経
大
意
皆
在
レ

此
云
々

　

蔵
俊
自
説
の
大
意
を
述
べ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　

『
法
華
玄
賛
義
決
』
の
二
釈
中
の
後
釈
、
す
な
わ
ち
、
菩
薩
が
牛
車
を
索
め
な
い

と
の
釈
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
。
後
釈
に
は
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
を
長
く
引
用
し

て
、
「
長
者
が
、
三
乗
の
諸
子
が
願
う
時
に
羊
車
・
鹿
車
・
牛
車
を
与
え
る
と
述
べ

た
」
と
い
う
文
が
示
さ
れ
、
偈
頌
に
も
「
三
子
が
皆
、
父
の
所
へ
詣
で
て
、
願
わ
く

は
、
我
等
に
三
種
の
宝
の
車
を
与
え
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
と
い
う
文
が
あ
る
の

で
、
三
乗
の
諸
子
は
す
べ
て
車
を
索
め
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
『
法
華
玄
賛
』

で
は
、
菩
薩
も
車
を
索
め
る
こ
と
は
、
理
に
背
く
と
す
る
。
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な

釈
を
す
る
の
か
と
い
う
。
ま
た
、
『
法
華
玄
賛
義
決
』
の
二
釈
中
の
初
釈
、
す
な
わ

ち
、
三
乗
の
人
が
共
通
し
て
車
を
索
め
る
の
だ
と
い
う
釈
に
よ
れ
ば
、
菩
薩
も
牛
車

を
索
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
菩
薩
は
既
に
初
地
に
入
れ
ば
、
種
智
で
あ
る
牛
車
を
得

て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
ど
う
し
て
そ
れ
を
索
め
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
牛
車
と

は
、
大
白
牛
車
の
こ
と
な
の
か
。
も
し
、
四
車
家
に
順
じ
て
、
理
に
及
ん
で
自
ら
索

め
る
た
め
に
三
車
と
い
う
の
か
と
問
う
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
蔵
俊
は
「
今
案
」
と
し
て
、
『
法
華
玄
賛
義
決
』
の
二
釈
の

中
、
初
釈
の
「
旧
徳
説
故
」
と
は
、
光
宅
、
す
な
わ
ち
法
雲
な
ど
の
四
車
家
の
こ

と
を
指
し
て
お
り
、
彼
ら
の
一
義
を
述
べ
た
者
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
二
釈
の
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末
に
、
「
或
い
は
有
る
説
に
云
う
。
初
機
は
む
な
し
く
悟
り
を
指
す
の
で
、
車
を
こ

と
ご
と
く
索
め
る
の
で
あ
る
。
或
い
は
火
宅
の
中
で
三
車
を
聞
き
、
門
の
外
で
一
車

（
大
白
牛
車
）
を
見
る
。
誰
も
一
車
を
知
ら
な
い
の
で
、
皆
が
車
を
索
め
る
こ
と
は

実
説
で
は
な
い
」
と
い
う
。
こ
の
文
は
、
初
釈
を
指
し
て
お
り
、
四
車
家
の
古
徳
が

実
説
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
二
釈
中
の
、
二
乗
は
車
を
索
め
、
菩

薩
は
索
め
な
い
と
い
う
説
が
実
義
な
の
で
あ
る
と
す
る
。

　

ま
た
、
次
の
問
答
の
「
取
捨
任
意
」
と
は
、
菩
薩
が
火
宅
を
出
て
露
地
に
坐
す
の

か
、
或
い
は
坐
さ
な
い
の
か
、
取
捨
任
意
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
と

問
う
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
経
文
に
は
別
意
が
あ
る
と
し
、
火
宅
内
の
諸
子
が

三
車
を
索
め
る
場
合
、
三
乗
の
諸
子
に
は
定
性
と
不
定
性
の
違
い
が
あ
る
と
す
る
。

門
の
外
で
大
白
牛
車
を
求
め
る
の
は
、
実
は
不
定
性
の
者
で
あ
り
、
そ
の
身
中
に
は

三
乗
の
種
姓
が
そ
な
わ
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
一
人
を
声
聞
乗
と
名
づ
け
た
り
、
辟

支
仏
乗
と
名
づ
け
た
り
、
菩
薩
乗
と
名
づ
け
た
り
す
る
。
こ
れ
は
一
人
の
身
中
に
三

乗
の
諸
子
が
い
る
こ
と
と
同
じ
な
の
で
あ
り
、
火
宅
の
中
に
三
子
が
い
る
と
は
い
っ

て
も
、
不
定
性
の
一
人
が
い
る
だ
け
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
三
子
が
同
じ
く
牛

車
に
乗
っ
て
も
、
仏
果
を
得
る
こ
と
は
保
証
さ
れ
い
な
い
の
で
あ
る
。
実
義
に
よ
っ

て
言
え
ば
、
声
聞
乗
が
牛
車
を
索
め
る
の
で
あ
り
、
菩
薩
は
牛
車
を
索
め
な
い
の
で

あ
る
。
声
聞
乗
が
車
を
索
め
る
こ
と
は
、
三
乗
が
車
を
索
め
る
こ
と
の
一
例
だ
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
願
う
時
に
車
を
与
え
る
こ
と
が
三
子
に
通
じ
る
か
否
か
と
い
え
ば
そ

う
で
は
な
い
。
辟
支
仏
の
さ
と
り
を
得
た
人
が
、
前
に
こ
の
会
を
経
験
し
た
の
で
、

火
宅
を
出
て
既
に
一
乗
種
智
の
車
を
索
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
大
意
は
、
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き

で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
蔵
俊
は
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
一
乗
は
、
声
聞
乗
、
辟
支
仏
乗
が
直

ち
に
大
白
牛
車
に
乗
じ
て
仏
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
説
い
て
は
お

ら
ず
、
法
相
宗
の
主
張
す
る
五
性
各
別
説
の
中
の
三
乗
の
性
質
の
い
づ
れ
か
を
持
つ

か
不
明
な
不
定
種
性
の
成
仏
の
可
能
性
を
示
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
述
べ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
『
法
華
玄
賛
義
決
』
の
二
釈
の
中
、
初
釈
の
「
旧
徳
説
故
」
と
は
、

光
宅
、
す
な
わ
ち
法
雲
な
ど
の
四
車
家
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
い
う
蔵
俊
の
説

は
、
貞
慶
（
一
一
五
五
～
一
二
一
三
）
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
『
法
華
開
示

抄
』
に
は
、

義
決
二
釈
意
趣
。
全
不
レ

得
故
。
求
車
義
。
通
菩
薩
否
之
二
釈
也
。
初
釈
。
古

師
四
車
義
歟
。
或
嘉
祥
三
車
中
異
義
歟
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

三
、
「
索
車
諍
文
」
に
つ
い
て
　

　

『
法
華
玄
賛
文
集
八
十
』
の
後
半
部
は
、
現
存
し
な
い
徳
一
（
？
～
八
二
一
～

八
四
二
～
？
）
の
『
中
辺
義
鏡
残
』
第
六
「
破
索
牛
車
義
文
」
の
引
文
（
六
丁
左

十
二
行
～
十
二
丁
左
四
行
）
と
、
「
破
法
蔵
師
索
車
義
文
」
（
十
二
丁
四
行
～
十
四

丁
右
十
行
）
と
、
『
中
辺
義
鏡
残
』
七
「
索
車
義
残
決
」
（
十
四
丁
右
十
一
行
～

二
十
四
丁
右
一
行
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
尚
、
先
述
し
た
通
り
、
二
十
三
丁
十
二

行
は
、
明
ら
か
に
文
章
の
途
中
で
記
載
が
途
切
れ
て
い
る
。
二
十
四
丁
右
に
は
、
一

行
の
み
記
さ
れ
て
い
る
が
、
初
の
四
字
は
脱
字
と
な
っ
て
お
り
、
最
後
に
「
相
違
」

と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
『
中
辺
義
鏡
残
』
第
六
「
破
索
牛
車
義
文
」
は
、
「
天
台
智
者
諸
解

云
。
」
と
天
台
大
師
智
顗
（
五
三
八
～
五
九
七
）
の
『
法
華
文
句
』
が
諸
処
に
引
用

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
諸
文
に
つ
い
て
徳
一
の
説
が
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

『
中
辺
義
鏡
残
』
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、
『
法
華
文
句
』
の
諸
説
に
つ
い
て
の
徳

一
の
説
に
は
、
最
澄
（
七
六
七
～
八
二
二
）
の
『
守
護
国
界
章
』
や
『
決
権
実
論
』
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に
引
用
さ
れ
る
『
中
辺
義
鏡
』
と
同
文
が
含
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
『
中
辺
義

鏡
残
』
は
、
徳
一
が
自
著
『
中
辺
義
鏡
』
で
述
べ
た
解
釈
を
よ
り
詳
細
に
述
べ
た
書

な
の
で
あ
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
智
顗
が
二
乗
が
車
を
索
め
る
が
、
菩
薩
は
車
を
索
め
な
い
と
い
う

法
相
宗
の
主
張
を
批
判
し
た
り
、
三
乗
中
の
大
乗
を
権
と
解
釈
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
三
乗
の
外
に
別
乗
は
な
い
の
だ
と
反
論
を
試
み
る
な
ど
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

次
に
「
破
法
蔵
師
索
車
義
文
」
は
、
賢
首
大
師
法
蔵
（
六
四
四
～
七
一
二
）
の

『
華
厳
一
乗
義
分
斉
章
』
に
つ
い
て
、
臨
門
牛
車
を
三
乗
中
の
大
乗
と
し
、
露
地
白

牛
を
一
乗
と
す
る
解
釈
を
す
る
こ
と
を
批
判
し
て
、
大
乗
即
一
乗
、
一
乗
即
大
乗
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。

　

最
後
に
『
中
辺
義
鏡
残
』
七
「
索
車
義
残
決
」
は
、
九
の
問
答
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
。
現
在
管
見
す
る
こ
と
の
で
き
る
『
法
華
玄
賛
文
集
』
に
は
問
答
形
式
は
見
ら

れ
な
い
こ
と
か
ら
、
異
質
で
あ
る
。
ま
た
、
初
め
の
問
答
に
、
羊
・
鹿
車
を
索
め

て
、
牛
車
を
索
め
な
い
こ
と
に
関
し
て
七
失
が
あ
る
と
し
て
、
「
一
得
已
更
索
失
。

二
違
諸
文
失
。
三
違
許
與
失
。
四
違
遮
失
。
五
違
領
解
失
。
六
違
喩
文
失
。
七
違
合

文
失
。
」
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
『
中
辺
義
鏡
残
』
第
六
「
破
索
牛
車
義
文
」

の
九
丁
右
二
行
か
ら
十
丁
右
六
行
に
同
内
容
の
も
の
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
十
七
丁

左
一
行
か
ら
十
八
丁
右
一
行
の
二
問
答
は
、
『
中
辺
義
鏡
残
』
第
六
「
破
索
牛
車
義

文
」
の
十
丁
右
七
行
か
ら
十
丁
左
七
行
と
同
文
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

『
中
辺
義
鏡
残
』
七
「
索
車
義
残
決
」
に
は
、
『
中
辺
義
鏡
残
』
の
問
答
料
簡
が
引

用
さ
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

　　

「
索
車
諍
文
」
に
は
、
蔵
俊
の
自
説
を
示
す
「
今
案
」
の
表
記
が
な
い
。
ま
た
、

他
の
『
法
華
玄
賛
文
集
』
の
本
文
中
に
は
、
「
破
索
牛
車
義
文
」
「
破
法
蔵
師
索
車

義
文
」
「
索
車
義
残
決
」
な
ど
の
タ
イ
ト
ル
を
示
す
よ
う
な
表
記
が
な
い
こ
と
な
ど

を
考
察
す
る
な
ら
、
『
法
華
玄
賛
文
集
八
十
』
の
後
半
部
「
索
車
諍
文
」
は
、
徳
一

の
『
中
辺
義
鏡
残
』
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

　

結

　

『
法
華
玄
賛
文
集
八
十
』
は
、
慈
恩
大
師
基
の
『
法
華
玄
賛
』
に
関
す
る
諸
文
を

集
め
た
書
で
あ
り
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
「
三
車
火
宅
の
喩
」
に
つ
い
て
、
特
に
菩

薩
が
門
外
に
牛
車
を
索
め
る
か
否
か
解
釈
す
る
に
あ
た
り
、
法
相
宗
の
立
場
を
追
求

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
蔵
俊
は
自
説
の
中
で
、
慧
沼
が
示
し
た
三
乗
が
と
も
に
車
を

索
め
る
と
い
う
説
に
つ
い
て
、
護
命
が
慈
恩
大
師
基
の
説
で
あ
る
と
し
た
こ
と
を
否

定
し
、
法
雲
な
ど
四
車
家
の
説
だ
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
孫
弟
子
の
貞
慶
に
も
受

け
継
が
れ
て
お
り
、
こ
の
書
が
後
世
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

　

ま
た
、
二
乗
は
車
を
索
め
、
菩
薩
は
索
め
な
い
と
い
う
説
が
実
義
で
あ
る
と
の
記

述
は
、
既
に
初
地
に
入
っ
た
菩
薩
な
ら
ば
牛
車
を
索
め
る
必
要
が
な
い
と
の
主
張
が

背
景
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
三
乗
が
と
も
に
車
を
索
め
、
皆
に
大
白
牛
車
が
与
え

ら
れ
る
と
い
う
四
車
家
の
説
は
『
妙
法
蓮
華
経
』
を
充
分
に
理
解
し
て
い
な
い
と
の

批
判
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
書
が
、
性
相
を
詳
細
に
分
析
し
、
真
摯
に
菩
薩
道
を
歩

む
こ
と
を
目
指
す
法
相
宗
の
学
匠
の
本
分
が
充
分
に
発
揮
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

註
記

①
日
置
孝
彦
稿
「
法
華
玄
賛
文
集
に
つ
い
て
」
（
『
金
澤
文
庫
研
究
』

二
六
五
・
二
六
六
号
・
一
九
八
一
年
三
月
）
に
詳
し
い
。

②
『
法
華
玄
賛
文
集
八
十
九
　

一
乗
義
　

無
余
五
』
（
金
澤
文
庫
蔵
）
二
十
八
丁
左

③
『
法
華
玄
賛
文
集
九
十
　

一
乗
義
　

無
余
六
』
（
金
澤
文
庫
蔵
）
二
十
三
丁
左

④
拙
稿
「
蔵
俊
著
『
法
華
玄
賛
文
集
』
巻
八
十
六
に
つ
い
て
」
（
『
岐
阜
聖
徳
学
園
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金澤文庫蔵『法華玄賛文集』巻八十について13

大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
九
号
・
二
〇
〇
九
年
三
月
）
、
及
び
、
新
倉
和
文

稿
「
蔵
俊
に
よ
る
天
台
一
乗
批
判
の
展
開
ー
『
法
華
玄
賛
文
集
』
八
十
九
の
翻
刻
読

解
研
究
を
中
心
に
し
て
ー
」
（
『
南
都
佛
教
』
第
九
十
五
号
・
二
〇
一
〇
年
十
二

月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑤
大
正
九
・
十
二
中
～
十
三
下

⑥
大
正
九
・
一
二
下

⑦
大
正
三
四
・
八
六
八
中
～
下

⑧
『
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
』
（
大
正
二
六
・
七
中
）

⑨
『
法
華
玄
賛
』
（
大
正
三
四
・
七
一
一
上
）

⑩
『
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
』
（
大
正
二
六
・
八
中
）

⑪
『
妙
法
法
華
経
』
（
大
正
九
・
十
三
下
）

⑫
同
右
（
大
正
九
・
十
二
下
）

⑬
『
法
華
玄
賛
』
（
大
正
三
四
・
七
五
〇
上
）

⑭
『
法
華
玄
賛
義
決
』
（
大
正
三
四
・
八
六
八
中
）

⑮
吉
蔵
『
法
華
義
疏
』
（
大
正
三
四
・
五
二
七
上
）

⑯
『
法
華
玄
賛
義
決
』
（
大
正
三
四
・
八
六
八
下
）

⑰
同
右
（
大
正
三
四
・
八
六
八
下
）

⑱
『
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
』
（
大
正
二
六
・
七
中
）

⑲
『
妙
法
蓮
華
経
』
（
大
正
九
・
十
四
下
）

⑳
『
法
華
玄
賛
義
決
』
（
大
正
三
四
・
八
六
八
下
）

『
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
』
（
大
正
二
六
・
七
上
）
に
は
、
「
為
令
証
」
と
あ
る

が
、
『
法
華
玄
賛
義
決
』
で
は
、
『
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
』
を
引
用
し
て
「
為
令

入
」
と
し
て
い
る
。

『
妙
法
蓮
華
経
』
（
大
正
九
・
十
二
下
）

『
法
華
玄
賛
義
決
』
（
大
正
三
四
・
八
六
八
下
）

『
法
華
玄
賛
義
決
』
（
大
正
三
四
・
八
六
八
下
）

李
通
玄
『
新
華
厳
経
論
』
（
大
正
三
六
・
七
三
五
上
）
に
法
雲
の
説
と
し
て
引
文

が
あ
る
。

『
法
華
玄
賛
義
決
』
（
大
正
三
四
・
八
六
八
下
）

同
右
（
大
正
三
四
・
八
六
八
下
）

『
妙
法
蓮
華
経
』
（
大
正
九
・
十
二
下
）

『
法
華
玄
賛
』
（
大
正
三
四
・
七
四
九
下
～
七
五
〇
上
）

『
法
華
玄
賛
義
決
』
（
大
正
三
四
・
八
六
八
下
）

同
右
（
大
正
三
四
・
八
六
八
下
）

『
法
華
玄
賛
』
（
大
正
三
四
・
七
四
九
下
～
七
五
〇
下
）

『
大
般
若
経
』
（
大
正
七
・
七
三
三
上
～
中
・
取
意
）

『
妙
法
蓮
華
経
』
（
大
正
九
・
十
二
下
）

同
右
（
大
正
九
・
二
七
上
）

『
妙
法
蓮
華
経
』
（
大
正
九
・
十
四
下
）

『
法
華
玄
賛
義
決
』
（
大
正
三
四
・
八
六
八
中
）

同
右
（
大
正
三
四
・
八
六
八
下
）

『
法
華
開
示
抄
』
（
大
正
五
六
・
三
一
六
下
）

『
法
華
文
句
』
（
大
正
三
四
所
収
）

『
守
護
国
界
章
』
（
大
正
七
四
所
収
）

『
決
権
実
論
』
（
『
伝
教
大
師
全
集
』
二
所
収
）

『
華
厳
一
乗
義
分
斉
章
』
（
大
正
四
五
所
収
）

『
中
辺
義
鏡
残
』
第
六
「
破
索
牛
車
義
文
」
で
は
、
「
五
違
領
解
失
」
が
「
五
違

歓
喜
失
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
同
内
容
で
あ
る
。
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